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４．河川堤防点検の経緯と概要

■ 浸透点検

徳島河川国道事務所では、昭和51年の長良川堤防の決壊を契機に堤防の総点検を実施し、その後、平成

9年度に浸透の概略点検を実施し、堤防の浸透に対する安全性を４段階(Ａ～Ｄ：危険度低い→高い)のラ

ンクで評価している。

、 、 、その結果を踏まえて 堤防強化に向けた詳細調査を平成10年度から開始し 危険度の高い区間について

随時、対策工の検討→設計→施工を行い、現在に至っている(詳細は右図に示す)。

■ 浸透に対する概略点検とは・・・

河川堤防は長大な延長を有するため、全川にわたって短期間で安全性を向上させることは困難である。

このため、背後地の重要度などを勘案し、弱点箇所を抽出してそれらを優先的に強化していくことが効率

的かつ経済的である。

浸透に対する概略点検は 「河川堤防の浸透に対する安全性の概略点検について(平成8年12月)：建設、

省河川局治水課」に基づいて行っており、これによると、概略点検は下表に示す評価指標の組合せに応じ

て、危険度をＡ～Ｄまでの４段階で評価することとなっている。

概略点検における評価指標

① 堤体および基礎地盤の土質特性に関わる指標

・堤体の土質(粘性土，砂質土，礫質土)

・基礎地盤の土質(粘性土，砂質土，礫質土：堤体直下5m程度の範囲)

・要注意地形(旧河道，落堀)の有無

・築堤年次(昭和30年前後)

② 外力に関わる指標

・平均動水勾配

・高水位継続時間

③ 被災履歴に関わる指標

・被災履歴の有無

これらの指標による概略点検の流れおよび概略点検結果の一例をp.4-2に示す。

■ 侵食点検

同事務所では、平成15年度に吉野川水系の堤防の侵食に対する概略点検および詳細点検を実施し、現在

に至っている。

概略点検では、全川について河道特性、被災履歴などを調べ、侵食に対して危険と考えられる堤防箇所

を抽出した。

一方、詳細点検では、抽出した堤防箇所を中心とした護岸の設置状況およびその実態を調べ、河道の平

面形状、高水敷の諸元、既往の被災箇所、既設護岸の有無や工種などに基づいて一連区間の設定を行い、

現地点検および侵食に対する安全性の照査を実施している。 吉野川における浸透に対する堤防点検の流れ

堤防総点検
(昭和51年度)

● 目的：昭和51年の長良川堤防決壊を契機に、河川堤防の安全性を総点検するとともに、堤防管理の基礎資料とな
る堤防台帳を作成する目的で実施した。

● 内容
・堤防総点検
堤防に関する情報を収集整理し、「堤防現況平面図」および「治水地形分類図」を作成した。これらより、
堤防の安全度が他の地点に比較して低い可能性があると考えられる地点を選び、追加調査を実施して資料を補
足し、安全度の見直しを行った。
・堤防台帳の作成
堤防台帳は以下の事項を整理した。
① 堤防標準横断面決定の経緯に関する事項
② 堤防・護岸等の現況に関する事項
③ 堤体の履歴に関する事項
④ 堤体及び基礎地盤の土質等に関する事項
⑤ 既往出水の状況に関する事項
⑥ 堤防被災の状況に関する事項
⑦ 土質試験等の結果に関する事項

概略点検
(平成9年度)

● 目的：河川堤防は長大な防災構造物であり、全川にわたって短期間で安全性を向上させることは困難である。概略
点検は浸透に対する河川堤防の強化を図るため、堤防と周辺の実態を把握して安全性を概略的に評価し、背
後地の状況等も考慮して強化すべき区間の優先順位を設定する基礎資料を作成する目的で実施した。

● 内容
・資料の収集整理
「昭和51年度堤防総点検の成果」及び「河川現況調査等の成果」を基に以下の資料を作成した。
① 堤防現況平面図
② 堤防現況縦断図
③ 堤防現況一覧表
④ 安全性評価結果図
・安全性の概略評価
以下に示す評価指標を基に、堤防の安全性を４段階(Ａ～Ｄ：危険度低い→高い)のランクで評価した。
①堤体及び基礎地盤の土質特性に関わる指標
②外力に関わる指標
③被災履歴に関わる指標

詳細調査(点検)
(平成10年度以降)

● 目的：概略点検による安全性評価を踏まえ、危険度が高い(Ｃ，Ｄランク)と判断された区間から順次、堤防強化
に向けた詳細評価を行う目的で実施した。

● 内容
・洪水特性調査
吉野川流域の降雨及び洪水特性に関する資料を収集整理した。
・土質調査
ボーリング調査及び土質試験を実施し、検討位置における詳細な地層構成及び工学的特性を把握した。
・安全性の詳細評価
堤防のモデル化，土質定数及び洪水外力を設定し、浸透流計算及び安定計算により安全性を評価した。
評価項目及び照査基準を以下に示す。
① 裏のりのすべり安全率：Fs≧1.2※)

② 表のりのすべり安全率：Fs≧1.0
③ 裏のり尻の局所動水勾配：Ic＜0.5

堤防強化工法の設計
(平成11年度以降)

● 詳細調査(点検)により安全性の照査基準を満足しない区間については、随時、強化工法の検討および設計を実施
している。

※)p.4-2参照

※)裏のりすべりの照査基準：Fs≧1.2
裏のりが最も危険な時点は、降雨の終了時点あるいは河川水位が最も高い時
点が一般的で、この時点で裏のりにすべり破壊が発生すれば破堤に繋がる可能
性が大きい。このため、表のりの安全率(Fs=1.0)よりも高い安全率(Fs=1.2)を
照査基準として設定している。また、国内の盛土構造物(土構造物)に規定して
いるすべり破壊に対する基準値は、いずれもFs=1.2である。
吉野川においては、吉野川堤防全体の安全性を相対的に評価する指標として
  Fs=1.2を採用していたが、現在はこの値に割増係数を乗じた値を照査基準とし
て設定している。
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概略点検の流れおよび概略点検結果の一例

C

１．要因にもとづく評価

(2) 外力条件による評価

評価ランク
ａ，ｂ，ｃ，ｄ

評価ランク
ａ，ｂ，ｃ，ｄ

(3) 安全性の評価
Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ

２．被災履歴にもとづく評価

被災履歴

1.の評価ランクのとおり評価
はＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ

1.の評価ランクにかかわらず
評価はＤ

３．安全性の概略評価ランク
Ａ：相対的に安全性が高いと評価される
Ｂ：相対的に安全性がやや高いと評価される
Ｃ：相対的に安全性がやや低いと評価される
Ｄ：相対的に安全性が低いと評価される

なし あり

(1) 堤体・基礎地盤の土質条件による評価

浸透に対する安全性評価(概略点検)フロー

３．安全性の概略評価

２．
被災履歴にも
とづく評価

１．
要因にもとづ
く評価
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浸透に対する安全性評価(概略点検)の一例
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b

B

c

C D

c b

D C

c

D D

b

C CC

b

C

c

D

b

C C

c

DD

b

C

b

C

b

C

c

D D

c

D D

b

C

b

C

b

C

c

D D

c

DD

b

C

c c

D DD D D C DCC

D D D D

d d dd d d d d d d d d

b b c

dd dc

c

高水位継続時間

平均動水勾配
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b c
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0.25未満
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(2) 外力条件による評価

基礎地盤の土質
要注意地形
(旧河道)

堤体の土質

粘土質

砂質または礫質

な し

な し

あ り

あ り

粘土質 砂 質 礫 質

a

b

b
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c
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d

d

b
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(1) 堤体・基礎地盤の土質条件による評価

Ａ
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Ｃ
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Ａ Ｂ Ｂ

Ｂ

ＣＣ

Ｃ

Ｃ
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Ｄ
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(3) 安全性の評価

(1)堤体及び基礎地盤
の土質条件による評価

a cb d

a

c

b

d

(2)外力条件
による評価

概略点検の評価指標

１．要因にもとづく評価

２．被災履歴にもとづく評価

Ｄ被災履歴がある

被災履歴はない －

※ 築堤年次が昭和30年以前の堤防については、堤体の締め固めの程度の把握が困難
なことから、安全のため同図の評価ランクを１ランクダウンさせる。

概略点検の一例(吉野川右岸10.0km)

１．要因にもとづく評価

２．被災履歴にもとづく評価

３．安全性の概略評価ランク

1.要因にもとづく評価が「C」，2.被災履歴があるため、1に係わらず「D」ランク

な し
砂質または礫質

粘土質
基礎地盤の土質

要注意地形
(旧河道)

堤体の土質

粘土質
な し

あ り

あ り

砂 質 礫 質

a

b

b

c

c

c

d

d

b

c

b

c

(1) 堤体・基礎地盤の土質条件による評価

※ 築堤年次が昭和30年以前の堤防については、堤体の締め固めの程度の把握が困難
なことから、安全のため同図の評価ランクを１ランクダウンさせる。

⇒

⇒ c

48時間以上

0.10未満
高水位継続時間

平均動水勾配

24時間以上48時間未満

24時間未満

0.10以上
0.15未満

a

b

b

c

b

0.15以上
0.20未満

0.20以上
0.25未満

0.25以上
0.30未満

0.30以上

a b

a

c

b

d

c

d

d

d

d
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(2) 外力条件による評価
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Ｃ
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Ａ Ｂ Ｂ
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ＣＣ
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(3) 安全性の評価

(1)堤体及び基礎地盤
の土質条件による評価

a cb d

a

c

b

d

(2)外力条件
による評価

Ｄ被災履歴がある

被災履歴はない －

c
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